２００４年８月２日


　東洋紡はこのたび、フィルム事業におけるグローバル戦略の一環として、「上海紫江（集団）有限公司」の傘下企業、「上海紫江企業集団股份有限公司」と合弁で、中国・上海市にナイロンフィルムの製造・販売会社「上海紫東化工材料有限公司」を設立します。

１．新会社設立の背景

(1) 当社のナイロンフィルム事業は、犬山工場（所在地：愛知県犬山市）で生産を行っていますが、国内外の旺盛な需要を背景に、フル稼動状態が続いています。

(2) 一方、ＷＴＯ加盟以降、中国は近い将来、欧米と肩を並べるであろう巨大市場として注目されています。その中で中国のナイロンフィルムの市場は、年率２０％を超える急成長が続いており、当社として今後の需要増に対応できる体制をとることが急務となってきました。

(3)このような状況の中、中国トップクラスの包装材料を扱う民間会社「上海紫江（集

　 団）有限公司」が、当社のナイロン製膜についての有力な特許および高い技術ノウ

　 ハウに着目。中国でのナイロンフィルム事業展開について協力要請があり、当社

　 で検討を重ねた結果、「上海紫江（集団）有限公司」の傘下企業の一社である

  「上海紫江企業集団股份有限公司」と合弁で新会社を設立することで合意しました。

　
２．新会社概要

(1) 社　名　：上海紫東化工材料有限公司（ｼｬﾝﾊｲ　ﾂｰﾄﾝ　ﾌｧｰｺﾝ　ﾂｧｲﾘｮｰ　ﾖｰｼｪﾝｺﾝｽ）

　　　　　　　　　(Shanghai　Zidong　Chemical　Materials　Co.,Ltd)

　(2)　所在地　：中国上海市閔行区紫江科技産業園区
　(3)　代表者　：董事長　李　彧

(4) 　資本金　：約２０億円

　　　　　　　出資比率：東洋紡５１％、上海紫江企業集団股份有限公司４９％

　(5)　事業内容：ナイロンフィルムの製造・販売

　(6)　設　　立：２００４年９月上旬

(7) 従業員数：約９０名

(8) 生産開始：２００５年末＊
(9) 販売計画：２００６年度　売上高約３０億円

(10) 総投資額：約５０億円

· 開始時点では、１系列（年産：約６千トン）でスタートしますが、数年後、４系列

までの増設を予定した計画になっています

３．東洋紡フィルム事業の特長
　１９６３年にポリプロピレンフィルムの本格生産を開始して以来、当社独自のポリマー合成技術を活かし、ポリエステル、ナイロン、ポリプロピレン、ポリエチレンと多彩な素材を展開しています。また二軸延伸と無延伸の両タイプの製法を基本とし、幅広いフィルム特性を可能とする製膜技術、加えて電気的性質、ガスバリア性、表面特性など、さまざまな物性を持たせる表面の制御加工技術を有し、包装用、工業用と幅広い分野に対応する商品をタイムリーに提供しています。

【参考資料】

　１．上海紫江（集団）有限公司の概要
　(1)　設立　：１９８２年

　(2)　代表者：沈　雯
(3)　従業員：約６０００名（傘下企業全体で）

　(4)　事業内容：傘下企業（約６０社）の資産管理、対外投資等

　２．上海紫江企業集団股份有限公司の概要

(1) 設立　：１９９９年

(2) 代表者：李　彧
(3) 従業員：７３１名

(4) 売上高：３０７億円（２００３年度）

(5) 事業内容：ＰＥＴボトル製造、印刷、フィルム（ポリエステル、ポロプロピレン）

　　　　　　　 製造等


以　上




～中国・上海市にナイロンフィルム製造・販売会社を設立～


「上海紫東化工材料有限公司」
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